
団体会員様向け
「コーディングマニュアルおよび
目録情報の基準改訂案」 解説会

「コーディングマニュアル」改訂案のポイント

日時：2024年2月21日 (水）14時～16時

方法 :オンライン（ZOOM)＋アーカイブ配信

主催：NPO法人大学図書館支援機構
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抜粋



総則（第0章）
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第0章 総則
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第2回での公開

短い章ながらここでの規定はCM全体に影響する＝全データに影響するので
重要

【0.1】から【0.1.2】【0.4】は、NCR2018による想定内の変化に合わせるための修
正部分と、今回の改訂を機に盛り込まれた変更部分とが混在している。しっか
り確認したい

【0.4.1】から【0.4.3】は、用語の置換中心で基本的に現状維持

【0.4.4】は、基本的に現状維持だが、それ故の疑問点がある

【0.4.5】統一書名典拠データの規定も欲しい
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現CM/改訂案対応表
現CM 改訂案 第1回 第2回

第0章 総則

0.1 データセット 0.1 データセット 〇

0.1.1 図書と逐次刊行物 0.1.1 図書と逐次刊行物 〇

0.1.2 和資料と洋資料 0.1.2 和資料と洋資料 〇

0.2 データの作成単位

0.2.1 図書書誌データ

0.2.2 雑誌書誌データ

0.2.3 著者名典拠データ

0.2.4 統一書名典拠データ

0.2.5 所蔵データ

0.3 データ間の関係

0.3.1 書誌構造

0.3.2 タイトル変遷

0.3.3 著者標目

0.3.4 統一書名標目

0.3.5 所蔵・所在情報

0.4 新規データ作成の指針 0.4 新規データ作成の指針 〇

0.4.1 図書書誌データ 0.4.1 図書書誌データ 〇

0.4.2 図書書誌データ(親書誌) 0.4.2 図書書誌データ(親書誌) 〇

0.4.3 雑誌書誌データ 0.4.3 雑誌書誌データ 〇

0.4.4 著者名典拠データ 0.4.4 著者名典拠データ 〇

0.4.5 統一書名典拠データ

0.4.6 所蔵データ



データ記入総則
（第1章）
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第1章 データ記入総則
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第2回での公開

内容の変化はほぼ無い。修正は用語の置換中心。

他章と照合すると齟齬があるが、単なる修正もれと見てよい（はず）

【1.0.2C】（1）(2)に「図書更新資料書誌（データ）」との新用語あり

第1章はスルーOK

確かに更新資料の区切り記号が新しくなっ
たが（→2.0.6)
「図書書誌データ（更新資料）」あたりがよ
いのでは
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現CM/改訂案対応表

現CM 改訂案 第1回 第2回

第1章 データ記入総則

1.0 通則

1.0.1 フィールドと入力レベル 1.0.1 フィールドと入力レベル 〇

1.0.2 データ要素間の区切り記号 1.0.2 データ要素間の区切り記号 〇

1.1 データの表記法

1.1.1 目録システム用文字セットと

目録用言語

1.1.1 目録システム用文字セット

と目録用言語
〇

1.1.2 転記の原則 1.1.2 転記の原則 〇

1.1.3 記号の表記法 1.1.3 記号の表記法 〇

1.1.4 データ内容の区切り記号

1.2 外字

1.2.0 通則

1.2.1 日本語

1.2.2 中国語、韓国・朝鮮語

1.2.3 その他の言語

1.2.4 図形情報等

1.3 ヨミの表記と分かち書き

1.3.1 ヨミの表記

1.3.2 分かち書き



図書書誌データ
（第2章）

ボリュームがあるのでブロックに分けて説明します
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【2.0】 通則
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第1回・第2回分割して公開

【2.0】から【2.0.2】内容は基本変更無し

【2.0.3】出版物理単位 （いわゆる）VOL積み書誌についての規定が充実

【2.0.4】【2.0.6】全体的に改訂されボリュームアップ

【2.0.5】事例の細かい部分に変更多し（例：NOTEに表現種別などの注記が地
追加されている、など）

興味のある人はしっかり確認！
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現CM/改訂案対応表

現CM 改訂案 第1回 第2回

第2章 和図書書誌データ 第4章 洋図書書誌データ

2.0 通則 4.0 通則 2.0 通則 〇

2.0.1 固有のタイトル 4.0.1 固有のタイトル 2.0.1 固有のタイトル 〇

2.0.2 書誌構造 4.0.2 書誌構造 2.0.2 書誌構造 〇

2.0.3 出版物理単位 4.0.3 出版物理単位 2.0.3 出版物理単位 〇

2.0.4 複製・原本代替資料 4.0.4 複製・原本代替資料 2.0.4 複製・原本代替資料 〇

2.0.5 付属資料 4.0.5 付属資料 2.0.5 付属資料 〇

2.0.6 更新資料 4.0.6 更新資料 2.0.6 更新資料 〇



【2.1】 ID＆コードブロック
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第1回で公開

和洋を合わせたため、「LCCN」以降で項番がズレる

用語の置換中心で【2.1.11】VOL を除き、ほぼ内容に変化無し

「MARCID」「SOURCE」の項目を追加してもよいのでは？

【2.1.2】MARCFLG （改）「2023年1月22日で更新を停止した」

VOL以外の
2.1はスルーOK
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現CM/改訂案対応表
現CM 改訂案 第1回 第2回

2.1 ID&コードブロック 4.1 ID&コードブロック 2.1 ID&コードブロック 〇

2.1.1 ID 4.1.1 ID 2.1.1 ID 〇

2.1.2 MARCFLG 4.1.2 MARCFLG 2.1.2 MARCFLG 〇

2.1.3 GMD 4.1.3 GMD 2.1.3 GMD 〇

2.1.4 SMD 4.1.4 SMD 2.1.4 SMD 〇

2.1.5 YEAR 4.1.5 YEAR 2.1.5 YEAR 〇

2.1.6 CNTRY 4.1.6 CNTRY 2.1.6 CNTRY 〇

2.1.7 TTLL 4.1.7 TTLL 2.1.7 TTLL 〇

2.1.8 TXTL 4.1.8 TXTL 2.1.8 TXTL 〇

2.1.9 ORGL 4.1.9 ORGL 2.1.9 ORGL 〇

2.1.10 REPRO 4.1.10 REPRO 2.1.10 REPRO 〇

2.1.11 VOL 4.1.11 VOL 2.1.11 VOL 〇

2.1.12 ISBN 4.1.12 ISBN 2.1.12 ISBN 〇

2.1.13 PRICE 4.1.13 PRICE 2.1.13 PRICE 〇

2.1.14 XISBN 4.1.14 XISBN 2.1.14 XISBN 〇

2.1.15 ISSN 4.1.15 ISSN 2.1.15 ISSN 〇

2.1.16 NBN 4.1.16 NBN 2.1.16 NBN 〇

2.1.17 NDLCN 4.1.17 LCCN 2.1.17 LCCN 項番変更 〇

2.1.18 GPON 4.1.18 GPON 2.1.18 NDLCN 項番変更 〇

2.1.19 OTHN 4.1.19 OTHN 2.1.19 GPON 項番変更 〇

2.1.20 OTHN 項番変更 〇



【2.2】 記述ブロック
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第1回で公開＋【2.2.1】TRと【2.2.3】PUBのみ第2回でも修正版公開

全体的に改訂されているので重要！

入力レベル、情報源（ジャケットが情報源扱いに！）の変更に加え、コード追
加などのシステム改修が必要なものもある

【2.2.1】あれこれ変更あり

【2.2.3】「出版の役割表示コード」PUBF システムへの影響必至

【2.2.4】から【2.2.6】は重要な変更なし

【2.2.7】表現種別等の追加（必須化）

（図書の目録担当の人は）2.2は最優先で見てください！
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現CM/改訂案対応表

現CM 改訂案 第1回 第2回

2.2 記述ブロック 4.2 記述ブロック 2.2 記述ブロック 〇

2.2.1 TR 4.2.1 TR 2.2.1 TR 〇 〇再

2.2.2 ED 4.2.2 ED 2.2.2 ED 〇

2.2.3 PUB 4.2.3 PUB 2.2.3 PUB 〇 〇再

2.2.4 PHYS 4.2.4 PHYS 2.2.4 PHYS 〇

2.2.5 VT 4.2.5 VT 2.2.5 VT 〇

2.2.6 CW 4.2.6 CW 2.2.6 CW 〇

2.2.7 NOTE 4.2.7 NOTE 2.2.7 NOTE 〇

2.2.8 IDENT 4.2.8 IDENT 2.2.8 IDENT 〇

2.3 リンクブロック 4.3 リンクブロック 2.3 リンクブロック 〇

2.3.1 PTBL 4.3.1 PTBL 2.3.1 PTBL 〇

2.3.2 AL 4.3.2 AL 2.3.2 AL 〇

2.3.3 UTL 4.3.3 UTL 2.3.3 UTL 〇

2.4 主題ブロック 4.4 主題ブロック 2.4 主題ブロック 〇

2.4.1 CLS 4.4.1 CLS 2.4.1 CLS 〇

2.4.2 SH 4.4.2 SH 2.4.2 SH 〇



【2.3】 リンクブロック
【2.4】 主題ブロック
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第2回で公開

【2.3】は、一部(でも結構重要）な修正のみ しっかり確認したい

【2.3.1】PTBL 情報源の変更（ジャケット採用？！）

【2.3.2】AL 関連指示子が役割表示の代わりに登場

【2.3.3】UTL 「その他の情報」に表現形の識別要素が記録可能に

【2.4】は、ほとんど内容に変化はない

なお【2.3】各項末尾に残る「強制リンク」は現在は廃止されているはず
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現CM/改訂案対応表

現CM 改訂案 第1回 第2回

2.3 リンクブロック 4.3 リンクブロック 2.3 リンクブロック 〇

2.3.1 PTBL 4.3.1 PTBL 2.3.1 PTBL 〇

2.3.2 AL 4.3.2 AL 2.3.2 AL 〇

2.3.3 UTL 4.3.3 UTL 2.3.3 UTL 〇

2.4 主題ブロック 4.4 主題ブロック 2.4 主題ブロック 〇

2.4.1 CLS 4.4.1 CLS 2.4.1 CLS 〇

2.4.2 SH 4.4.2 SH 2.4.2 SH 〇



雑誌書誌データ
（第６章）
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6章全般の用語の変換

18

1.NACSISの用語を残した例

データ要素←エレメント，必須←コアエレメント

2.NCR2018の用語に置き換えた例

記述根拠号→識別の基盤，主情報源→優先情報源・優先主情報源

3.NCR2018の用語への置き換えが難しい例

「順序表示」

VLYR 巻次・年月次:順序表示（巻次・年月次）に関する事項

TR 部編記号:順序表示

「標目」と「典拠形アクセスポイント」

AL 著者標目:著者の典拠形アクセスポイント

SH 件名標目:件名標目 のまま （NCR2018のセクション4未着手）

2.は置き換え前後が同
じ意味か検証が必要

NPO法人大学図書館支援機構



6.0 通則
6.0.1 タイトル変遷 NCR2018そのまま
本タイトルのA1.1重要な変化とA1.2軽微な変化：洋雑誌のNCR2018適用は推敲が必要では

A4 本タイトルが簡略形でタイトル関連情報が展開形の場合，タイトル関連情報の変更・追
加がタイトル変遷になる?

6.0.2 複製資料 大きな変更はなし
用語変換の不統一:複製版の版表示→複製版の版次，原本と原資料 等

6.0.3 総称的タイトル 大きな変更はなし
6.0.4 電子ジャーナル 未作成

19NPO法人大学図書館支援機構

そもそも同一情報源上にある展開形を本タイトル，簡略形は
タイトル関連情報に記録する（6.2.1F1.2完全形と省略形）

洋雑誌でもイニシアルや頭字語の変化，言語の変化は重要な変化に，
「主要な語でない語の変化」は軽微な変化になる?
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現CM/改訂案対応表

現CM 改訂案 第1回 第2回

第6章 和雑誌書誌データ 第7章 洋雑誌書誌データ

6.0 通則 7.0 通則 6.0 通則 〇

6.0.1 タイトル変遷 7.0.1 タイトル変遷 6.0.1 タイトル変遷 〇

6.0.2 複製資料 7.0.2 複製資料 6.0.2 複製資料 〇

6.0.3 総称的タイトル 7.0.3 総称的タイトル 6.0.3 総称的タイトル 〇
6.0.4 電子ジャーナルの書

誌記述



6.1 ID&コードブロック
元6.1との大きな変更はなし
6.1.4(GMD)にE3弱視者向け資料の説明追加
6.1.8(TXTL)のE3とF2では，「記述の根拠となった所蔵最古号」の表現が
残っている
6.1.10(REPRO)では「原資料」「原本」が混在。

NOTEの例示に違和感
（NOTE:複製の対象 (体現形): 築地小劇場 / 築地小劇場 [編]. -- [東京] : 築地小劇場, 1924-1930）
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現CM/改訂案対応表
現CM 改訂案 第1回 第2回

6.1 ID&コードブロック 7.1 ID&コードブロック 6.1 ID&コードブロック 〇

6.1.1 ID 6.1.1 ID 〇

6.1.2 MARCFLG 6.1.2 MARCFLG 〇

6.1.3 GMD 6.1.3 GMD 〇

6.1.4 SMD 6.1.4 SMD 〇

6.1.5 YEAR 6.1.5 YEAR 〇

6.1.6 CNTRY 6.1.6 CNTRY 〇

6.1.7 TTLL 6.1.7 TTLL 〇

6.1.8 TXTL 6.1.8 TXTL 〇

6.1.9 ORGL 6.1.9 ORGL 〇

6.1.10 REPRO 6.1.10 REPRO 〇

6.1.11 PSTAT 6.1.11 PSTAT 〇

6.1.12 FREQ 6.1.12 FREQ 〇

6.1.13 REGL 6.1.13 REGL 〇

6.1.14 TYPE 6.1.14 TYPE 〇

6.1.15 ISSN 6.1.15 ISSN 〇

6.1.16 XISSN 6.1.16 XISSN 〇

6.1.17 NDLPN 6.1.17 NDLPN 〇

6.1.18 CODEN 6.1.18 CODEN 〇

6.1.19 ULPN 6.1.19 ULPN 〇

6.1.20 GPON



6.2 記述ブロック
「並列タイトル関連情報」や「並列責任表示」のような選択項目の説明が，必須2の「並列
タイトル」「責任表示」と混ざって書かれているので要注意!
E 〔データ要素の情報源〕和洋で異なる。和雑誌は誰が「選定」する?TR, ED, VLYR, 
PUBなど転記の原則のフィールドで和雑誌の優先情報源が決められていない。下記はTRの例
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和逐次刊行物は，初号の表紙，タイトル・ページ，
キャプション，奥付，背またはジャケットの順で採
用する。

F1.1 (データ記入の原則)
和逐次刊行物については，タイトル・ページより

も表紙を優先し，次の優先順位で優先情報源を選定
する。
1.表紙 2.タイトル・ページ 3.キャプション 4.奥
付 5.背

洋逐次刊行物は，初号のタイトル・ページを優先
情報源として使用するが，タイトル・ページがな
い場合は，表紙，キャプション，マストヘッド，
奥付，背の順で採用する。

補記[ ]でなく記述
できる範囲か?

「表紙や標題紙がない場合，
題字欄とする」が消えた
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現CM/改訂案対応表

現CM 改訂案 第1回 第2回

6.2 記述ブロック 7.2 記述ブロック

6.2.1 TR 7.2.1 TR 6.2.1 TR 〇

6.2.2 ED 7.2.2 ED 6.2.2 ED 〇

6.2.3 VLYR 7.2.3 VLYR 6.2.3 VLYR 〇

6.2.4 PUB 7.2.4 PUB 6.2.4 PUB 〇

6.2.5 PHYS 7.2.5 PHYS 6.2.5 PHYS 〇

6.2.6 VT 7.2.6 VT 6.2.6 VT 〇

6.2.7 NOTE 7.2.7 NOTE 6.2.7 NOTE 〇

6.2.8 PRICE 7.2.8 PRICE 6.2.8 PRICE 〇

6.2.9 IDENT 6.2.9 IDENT 〇



6.2.1TR F〔データ記入及び記入例〕
F1.5（回次・日付などを含むタイトル）

和洋とも回次や日付部分は省略記号(…)に置き換えて記述する
F1.6（刊行頻度を示す語） タイトル関連情報として扱わない ←扱っている既存データあり
F2（従属タイトル）用語の定義が変更

本タイトル＝共通タイトル＋従属タイトル（部編記号と部編名からなる）
↓

本タイトル＝共通タイトル＋従属タイトル部（順序表示と従属タイトルからなる）
F5 (責任表示）本タイトルと同一情報源上に表示が削除された ←転記の原則では?
F5.8 (団体の役割表示）洋雑誌も表示されていない場合，必要があれば補記?←転記の原則では?
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「順序表示」は巻次・年月次
や回次としても使われている



6.2.2 ED
版に関する事項 → 版表示に関する事項 （「版表示」はエレメント）
版表示 →版次（「版次」は版表示のサブエレメント）

6.2.3 VLYR
F1.1（巻次の転記）序数詞は当該言語の標準的な序数，日本語等では「第」

を省略しない。
F2.7（合併号の場合） 和洋とも接続記号は「/」スラッシュを使用

6.2.4 PUB 頒布，製作の場合は，役割表示をコードで記入する
6.2.5 PHYS 必須2に（現在は「選択」）
6.2.6 VT LT:後続タイトルが追加された（軽微な変化後のタイトル）
6.2.7 NOTE 「表現種別・機器種別・キャリア種別に関する注記」が必須1と
して最初に記述すると追加された
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6.3 変遷，6.4 リンク，6.5 主題ブロック
6.3 変遷ブロック 変更なし
6.4 リンクブロック 大きな変更なし

用語の変換 著者標目 →著者の典拠形アクセス・ポイント
6.5 主題ブロック （雑誌はSHフィールドのみ）

用語の変換はなく「件名標目」のままで，大きな変更なし
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現CM/改訂案対応表

現CM 改訂案 第1回 第2回

6.3 変遷ブロック 7.3 変遷ブロック 6.3 変遷ブロック 〇

6.3.1 FID 6.3.1 FID 〇

6.3.2 BHNT 6.3.2 BHNT 〇

6.4 リンクブロック 7.4 リンクブロック 6.4 リンクブロック 〇

6.4.1 PTBL

6.4.2 AL 6.4.1 AL 項番変更 〇

6.4.3 UT

6.5 主題ブロック 7.5 主題ブロック 6.5 主題ブロック 〇

6.5.1 SH 新規 〇



著者名典拠データ
（8章）
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第8章 著者名典拠典拠データ
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第2回での公開
著者名典拠データの種類に「家族名」（第8章2）が新設*
構成変更 （現） 第8章から第13章まで → （改）第8章1から第8章4に
全体的に修正されているので，しっかり確認したい

個人名の作成単位は変更無し（「基準」「0.4.4」の通り）
MARCFLGの項は無くなった？
【8.1.0.2A】 著者名典拠も「異なる目録規則の許容」の対象に？

*NACSIS-CATのサーバでは以前からTYPEコードには「f（家族）」が用意されていて入力可であった。そ
れが今回，正式採用となる。
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現CM 改訂案 第1回 第2回

第8章 著者名典拠データ(日本名:個人名) 第11章 著者名典拠データ(日本名以外:個人名) 第8章 著者名典拠データ 見出し変更 〇

8.0.1個人名、団体名、会議名 第8章1 個人名 構成変更 〇

8.0.2 日本名、日本名以外 8.1.0.2 日本名、日本名以外 項番変更 〇

8.1.1 ID 8.1.1 ID 項番変更 〇

8.1.2 MARCFLG

8.2.1 HDNG 8.1.2.1 HDNG 項番変更 〇

8.3.1 TYPE 8.1.3.1 TYPE 項番変更 〇

8.3.2 UNID

8.3.3 PLACE 8.1.3.3 PLACE 項番変更 〇

8.3.4 DATE 8.1.3.4 DATE 項番変更 〇

8.4.1 SF 8.1.4.1 SF 項番変更 〇

8.4.2 SAF 8.1.4.2 SAF 項番変更 〇

8.5.1 NOTE 8.1.5.1 NOTE 項番変更 〇

第8章2 家族名 新設 〇

8.2.3.1 TYPE 新設 〇

8.2.3.4 DATE 新設 〇

現CM/改訂案対応表
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現CM 改訂案 第1回 第2回

第9章 著者名典拠データ(日本名:団体名) 第12章 著者名典拠データ(日本名以外:団体名) 第8章3 団体名 構成変更 〇

9.1.1 ID 12.1.1 ID 8.3.1 ID 項番変更 〇

9.1.2 MARCFLG 12.1.2 MARCFLG

9.2.1 HDNG 12.2.1 HDNG 8.3.2.1 HDNG 項番変更 〇

9.3.1 TYPE 12.3.1 TYPE 8.3.3.1 TYPE 項番変更 〇

9.3.2 UNID 12.3.2 UNID

9.3.3 PLACE 12.3.3 PLACE 8.3.3.3 PLACE 項番変更 〇

9.3.4 DATE 12.3.4 DATE 8.3.3.4 DATE 項番変更 〇

9.4.1 SF 12.4.1 SF 8.3.4.1 SF 項番変更 〇

9.4.2 SAF 12.4.2 SAF 8.3.4.2 SAF 項番変更 〇

9.5.1 NOTE 12.5.1 NOTE 8.3.5.1 NOTE 項番変更 〇

第10章 著者名典拠データ(日本名:会議名) 第13章 著者名典拠データ(日本名以外:会議名) 第8章4 会議名 構成変更 〇

10.1.1 ID

10.1.2 MARCFLG

10.2.1 HDNG

10.3.1 TYPE 8.4.3.1 TYPE 項番変更 〇

10.3.2 UNID

10.3.3 PLACE

10.3.4 DATE 8.4.3.4 DATE 項番変更 〇

10.4.1 SF

10.4.2 SAF

10.5.1 NOTE

現CM/改訂案対応表



著作（統一書名）典拠
データ（14章）

2024/2/21 NPO法人大学図書館支援機構 33



第14章 著作（統一書名）典拠データ
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第2回での公開

名称変更 （現） 「統一書名典拠」 → （改） 「著作典拠」

SF(14.3.1)とSAF(14.3.2)が新規作成

著作典拠データの作成対象もほぼ変わらず
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現CM/改訂案対応表

現CM 改訂案 第1回 第2回

第14章 統一書名典拠データ(日本名) 第15章 統一書名典拠データ(日本名以外) 第14章 著作（統一書名）典拠データ 見出し変更 〇

14.0.1 日本名、日本名以外

14.1.1 ID 14.1.1 ID 〇

14.1.2 MARCFLG 14.1.2 MARCFLG 〇

14.2.1 HDNG 14.2.1 HDNG 〇

14.3.1 UNID

14.4.1 SF 14.3.1 SF 新規 〇

14.4.2 SAF 14.3.2 SAF 新規 〇

14.5.1 NOTE 14.4.1 NOTE 項番変更 〇



付録
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付録
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【付録1.1】《注意事項》 （改）「弱視者向け資料…記録する。」追加

【付録1.2】《コードの削除等 （例：vp）

【付録1.3】末尾《注意事項》の説明改訂
（現）「コード「und」は、 …親書誌データ(ただし、バランスしない書誌の場合を除く)及びテキス
トの全くない資料の書誌データ… 」
（改）「コード「und」は、…親書誌データ及びテキストの全くない資料の書誌データ…」

【付録1.4】 ２コード追加（ET、LT）第2回での公開

【付録1.6】 「役割表示コード」新規追加 見出し変更

【付録1.7】 「属性コード表」 コード追加(ｆ）

「統一標目形フラグコード表」に「記録しない」の注記追加
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現CM/改訂案対応表

現CM 改訂案 第1回 第2回

付録1 コード一覧

付録1.1 資料種別コード表 付録1.1 資料種別コード表 〇

付録1.2 出版国コード表 付録1.2 出版国コード表 〇

付録1.3 言語コード表 付録1.3 言語コード表 〇

付録1.4 タイトルの種類コード表 付録1.4 タイトルの種類コード表 〇

付録1.5 主題関係のコード表

付録1.6 雑誌の出版等に関するコード表 付録1.6 出版等に関するコード表 見出し変更 〇

付録1.7 その他のコード表 付録1.7 その他のコード表 〇

付録1.5は変更無し


